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わんぱくキッズ

　3 月 13 日㈮、子育て支援センターでは、昨年４月から仲良し親子教室に通ってくれた
子どもと保護者へ感謝の気持ちを込めて、「修了式」を行いました。
　１年間のこどもの成長を「おおきくなったね」とともに喜び、これからもすくすく大き
くなってほしいという願いを込めた式となりました。子どもたちに１人ずつ修了証書と、
支援センターからの絵本のプレゼントを渡しました。その後、職員による出し物として、
パネルシアター『パンパンサンド』や大型紙芝居の読み聞かせが行われ、子どもたちは楽
しんでくれているようでした。これからも子どもたちの成長を一緒に楽しみ、見守ってい
きたいと思います。
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みんなの保健室

　「健診なんて、どこも悪くないから今は必要ない」と、受診を先延ばしにしていませんか？ 
健診は、自覚症状がない病気を見つけ出し、重症な病気へ進行しないよう、予防するための入り口
となります。
　ご自身の健康を維持し、仕事や趣味、家族との楽しい時間を続けられる
よう「未来への投資」を始めてみませんか？

おうむすこやか健診は「未来への投資」です！

問健康推進課保健係

なぜ毎年健康診断を受ける必要があるのか？

１.自覚症状がない病気の早期発見
　高血圧・糖尿病・脂質異常症（高コレステロール）、そして初期のがんなどは、症状が出たとき
にはすでに進行しているケースが多くあります。健診でわずかな数値の異常や所見（肝機能異常、
貧血、尿潜血など）を見つけ、早期に対処することで重症化を防ぎ、早期治療につなげることがで
きます。

２. 毎年の数値を見比べてこれからの身体の変化を予測する
　健診データは毎年比較することが大切です。今年の数値が基準値内でも、昨年から急激に変化し
ている場合は注意が必要です。過去からの傾向を分析することで、将来かかる可能性の高い病気を
予測し、より早い段階で生活習慣の改善や必要な治療を開始することができます。

３. 健診は「未来の医療費」の節約にもつながります
　重篤な病気を発症すると、治療費や入院費が高額になるだけでなく、仕事や生活にも大きな支障
が出ます。年に一度の健診で健康管理を続けることは、長期的な視点で見れば、医療費や介護費の
大きな節約につながります。

受診された方の声を紹介します

　「若い時は健診結果が届いても、元気だしどこも悪いところ
はないし…とあまり気にしていなかったけど、体重は増える一
方で数値が高くなっていくので、さすがに心配になってきまし
た。必要な所は、病院でも相談しながら、仕事を続けて家族に
心配をかけないように気をつけていきます」（40 歳代男性）

　「血圧の薬は飲んでいるので定期的に病院には
行っているけど、健診結果はわかりやすく色がつい
ていて、自分で気になっている検査数値の変化を見
て、食事や運動のことを気をつけるようにしていま
す」（70 歳代女性）

未来の自分のために、「おうむすこやか健診」をご利用ください

健診の詳細は、折り込みチラシ「おうむすこやか健診のお知らせ」をご覧ください。

Everyone's infirmary


